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軽水炉の安全性向上に資する新型燃料の技術基盤整備を目的に、事故耐性を高めた新型燃料の既存軽水炉

への導入に向けた研究開発プロジェクトを進めている。本シリーズ発表では、研究対象とする各新型燃料

候補材料において、平成 29 年度までに得られた代表的な成果を報告する。本発表においては、研究開発プ

ロジェクトの全体について概要を紹介する。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所事故を教訓に、冷却材喪失等の過酷条件においても損傷しにくく、高い信頼性を

有する新型燃料の開発への関心が高まり、世界中の多くの国々において事故耐性を高めた新型燃料の研究

開発が開始されている。本プロジェクトは、経済産業省資源エネルギー庁からの委託を受けたプロジェク

トの一つとして、国内の軽水炉燃料設計、安全性評価、材料開発を実施してきた人材、解析ツール、ノウ

ハウ、及び経験を十分に活かしつつ、新型燃料部材を既存軽水炉に装荷可能な形で設計・製造するために

必要となる技術基盤を整備することを目的に、2015 年 10 月から開始され継続実施中である。 

2. 成果概要 

2015 年度に作成した、①各新型燃料候補材料の技術成熟度（TRL）整理表、②技術課題マップ（AG: Attribute 

Guide）、及び③各新型燃料候補材料の研究開発計画（R&D 計画）に基づき、基礎データ取得のための試験、

過酷事故を模擬した条件下での材料実験、各種計算コードを用いた解析・評価等を継続実施した。また、

プロトタイプ燃料の設計に必要な照射試験データ整備の一環として、米国オークリッジ国立研究所の試験

研究炉（高中性子束アイソトープ炉）を用いた材料照射試験を継続実施するとともに、一部の目的照射量

に達した照射後試験片を国内機関に輸送し、照射後試験データを取得した。 

本事業で対象とする BWR 用 FeCrAl-ODS 鋼、BWR 用 SiC、及び PWR 用 SiC の研究開発成果は、「既存

軽水炉に装荷した場合の影響評価」、「解析や評価に必要な材料物性データの取得」、「照射試験計画の検討」

の主要な 3 項目に分けて概要を紹介するとともに、各個別候補材料の技術内容については、別途設けられ

る個別テーマ毎のシリーズ発表の中で、詳細を報告する。 

備考：本研究発表は、経済産業省資源エネルギー庁の平成２９年度原子力の安全性向上に資する共通基盤整備のため

の技術開発事業（安全性向上に資する新型燃料の既存軽水炉への導入に向けた技術基盤整備）の成果である。 
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